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LET ,S TRY!
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョン・ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

秋
講
座
、募
集
開
始
!!

　
8
月
1
日
か
ら
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
D
S
）
秋
講
座
の
受
講
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
D
S
講
座
と
は
、
各
政
府
観
光
局
、
日
本
海

外
ツ
ア
ー
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
（
O
T
O
A
）

な
ど
の
ご
協
力
に
よ
り
、 
歴
史
・
地
理
・
文

化
等
に
つ
い
て
、
W
e
b
ド
リ
ル
を
通
じ
て
反

復
学
習
し
な
が
ら
身
に
つ
け
ら
れ
る
講
座
で

す
。
知
識
向
上
、
自
己
啓
発
を
目
指
さ
れ
る
方

に
お
薦
め
し
ま
す
。

　

今
回
、
マ
レ
ー
シ
ア
講
座
を
受
講
さ
れ
る

方
、
ま
た
は
過
去
に
合
格
さ
れ
た
方
で
現
地
渡

航
経
験
の
な
い
方
を
対
象
に
、
約
15
名
の
方
に

マ
レ
ー
シ
ア
政
府
観
光
局
の
ご
協
力
に
よ
る
研

修
旅
行
を
12
月
〜
1
月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
、
こ
ぞ
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
講
座
の
詳
細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
研
修
旅
行
に
関
し
て

は
詳
細
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
同
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

http://w
w
w
.jata-net.or.jp/counselor/ds/

価
値
創
造
産
業
へ「
女
性
力
」に
期
待

J
A
T
A
セ
ミ
ナ
ー
で
菊
間
会
長
が
講
演

　
J
A
T
A
は
7
月
3
日
、
東
京
・
霞
が
関
の

全
日
通
霞
が
関
ビ
ル
で
平
成
25
年
度
J
A
T
A

セ
ミ
ナ
ー
「
女
性
力
と
価
値
創
造
産
業
へ
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
菊
間
潤
吾
会
長
が
、
業
界

団
体
の
代
表
と
旅
行
会
社
の
経
営
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　
菊
間
会
長
は
、
「
価
値
創
造
産
業
に
向
か
う

旅
行
業
に
と
っ
て
、
女
性
の
感
性
が
重
要
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
世
界
各
国
の
趨
勢
を
見
て

も
、
女
性
が
中
核
を
担
う
形
で
産
業
が
発
展
し

て
き
て
い
る
」
と
指
摘
。
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
か

ら
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
産
業
へ
、
あ
る
い
は
、
旅

行
代
理
店
か
ら
旅
行
会
社
へ
と
脱
却
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
を
迎
え
、
代
理
店
的

な
発
想
で
は
な
く
、
旅
行
会
社
自
ら
が
主
体
的

に
価
値
を
作
り
出
し
、
需
要
を
創
造
し
て
い
く

た
め
に
も
、
『
女
性
力
』
に
大
い
に
期
待
し
た

い
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

埼
玉
県
と
宮
城
県
で
社
会
貢
献
活
動

下
草
刈
り
と
オ
オ
ハン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
抜
き
取
り

　
J
A
T
A
社
会
貢
献
委
員
会
は
6
月
29
日
、

埼
玉
県
長
瀞
町
の
宝
登
山
で
「
J
A
T
A
の

森
」
の
下
草
刈
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
会
員
会
社
の
社
員
や
家
族
な
ど
総

勢
約
50
人
が
参
加
、
宝
登
山
の
奥
宮
に
参
拝

し
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
と
徒
歩
で
麓
と
山
頂
の
中

間
に
位
置
す
る
「
J
A
T
A
の
森
」
ま
で
移

動
。
長
瀞
町
の
平
副
町
長
と
社
会
貢
献
委
員
会

の
黒
川
環
境
対
策
部
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
埼

玉
県
農
林
公
社
の
担
当
者
か
ら
鎌
の
使
い
方
な

ど
に
つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

下
草
刈
り
で
は
、
5
班
に
分
か
れ
て
、
約

0
・
5
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
範
囲
を
参
加
者
一
人
一

人
が
長
い
鎌
を
使
っ
て
、
植
樹
し
た
イ
タ
ヤ
カ

エ
デ
な
ど
の
周
り
に
繁
茂
す
る
草
木
を
切
断
し

て
い
き
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
気
も
崩
れ
る

こ
と
な
く
、
約
60
分
で
作
業
を
終
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
J
A
T
A
東
北
支
部
は
7
月
6
日
、

宮
城
県
伊
豆
沼
鳥
獣
保
護
区
で
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
（
大
反
魂
草
）
の
抜
き
取
り
作
業
を
行

い
ま
し
た
（
写
真
）
。

　

今
回
の
作

業
に
は
約
30

人
が
参
加

し
、
仙
台
か

ら
貸
切
バ
ス

で
出
発
。
伊

豆
沼
・
内
沼

サ
ン
ク
チ
ュ

ア
リ
セ
ン

タ
ー
で
、
オ

オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の
性
質
や
分
布
状
況
の
推

移
、
伊
豆
沼
・
内
沼
の
環
境
状
況
や
生
息
動
植

物
の
説
明
な
ど
を
受
け
た
後
、
駆
除
活
動
を
開

始
。
1
時
間
ほ
ど
の
作
業
で
、
約
1
0
0
0
本

を
抜
き
取
り
ま
し
た
。

●
9
月
以
降
も
各
地
区
で
社
会
貢
献
活
動

　

9
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
も
、
関
東
・
中

部
・
関
西
・
中
四
国
・
九
州
の
各
地
区
で
、
社

会
貢
献
活
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
奮
っ
て

ご
参
加
く
だ
さ
い
。
各
地
区
で
の
実
施
予
定
日

と
実
施
場
所
、
活
動
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　
関
東
地
区
＝
10
月
5
日
／
山
梨
県
富
士
河
口

湖
町
・
西
湖
／
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
の
駆
除
、

中
部
地
区
＝
11
月
16
日
／
名
古
屋
市
港
区
海
部

郡
飛
鳥
村
／
藤
前
干
潟
で
の
生
物
の
観
察
お
よ

び
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
、
関
西
地
区
＝
9
月
7
日

／
淡
路
島
／
ナ
ル
ト
サ
ワ
ギ
ク
の
駆
除
、
中
四

国
地
区
＝
10
月
20
日
／
鳥
取
県
大
山
町
大
山
／

大
山
の
一
斉
清
掃
お
よ
び
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
の
駆
除
、
九
州
地
区
＝
11
月
9
日
／
福
岡

市
東
区
志
賀
島
／
志
賀
神
社
界
隈
の
竹
伐
採
お

よ
び
外
来
種
植
物
の
駆
除

珊
瑚
の
苗
付
体
験
や
海
中
観
察
な
ど
実
施

沖
縄
支
部
の
環
境
保
全
活
動
に
26
人
が
参
加

　
J
A
T
A
沖
縄
支
部
は
7
月
6
日
、
沖
縄
県

読
谷
村
海
岸
（
さ
ん
ご
畑
）
で
、
さ
ん
ご
の
苗

付
体
験
と
「
さ
ん
ご
畑
」
施
設
内
見
学
、
グ
ラ

ス
ボ
ー
ト
で
の
読
谷
村
残
波
岬
海
岸
の
海
中
観

察
な
ど
の
環
境
保
全
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
活
動
に
は
26
人
が
参
加
し
、
世
界
全

体
で
約
8
0
0
種
と
い
わ
れ
る
珊
瑚
の
う
ち
、

4
0
0
種
が
生
息
し
て
い
る
沖
縄
の
珊
瑚
に
つ

い
て
、
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

　
沖
縄
の
珊
瑚
は
生
息
種
数
で
世
界
一
を
誇
り

ま
す
が
、
1
9
9
8
年
の
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
で
海

水
温
が
上
昇
し
、
珊
瑚
の
白
化
現
象
が
発
生
。

沖
縄
で
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
護
岸
工
事
に
よ
る

赤
土
流
失
や
農
地
か
ら
流
出
す
る
肥
料
な
ど
も

珊
瑚
に
悪
影
響
を
与
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
活
動
へ
の
参
加
者
ら
か
ら
は
、
「
と
て
も
分

か
り
や
す
く
、
貴
重
な
体
験
に
な
っ
た
」
「
子

供
た
ち
と
参
加
し
や
す
く
、
と
て
も
良
か
っ

た
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

⑥ソグネフィヨルド地区は、年間通して観光できる。正しい？　間違い？


